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財団概要 
 
名称                                   
公益財団法人 国際医療技術財団 
Japan International Medical Technology Foundation 
略称 JIMTEF（ジムテフ） 

所在地                                  
〒102－0083  
東京都千代田区麹町 3－3－8 丸増麹町ビル 903 
TEL03－3265－3800 FAX 03－3265－3808 
URL   https://www.jimtef.or.jp  
E－mail office@jimtef.or.jp 

創設者                                  
渡辺 美智雄（初代理事長） 

設立年月日                                
1987 年 10 月 31 日 財団法人 国際医療技術交流財団 

 2011 年  2 月  7 日 公益財団法人 国際医療技術財団 
代表理事                                 
 会 長 林 茂樹 
 理事長 小西 恵一郎 
目的                                   

我が国及び諸外国、主として開発途上国の医療技術を振興し、国際的視野に

立って、医療技術分野における相互の理解を深め、国際協力を推進する事業を

行い、もって国際保健医療協力の増進と人類の福祉の向上に寄与する事を目的

としています。 
主な事業                                 

(1) 海外の医療技術分野の専門家等の研修 
(2) 我が国の医療技術並びにその関連分野の専門家等の海外派遣 
(3) 内外の医療関連団体との国際協力活動 
(4) 内外医療技術の調査研究及び啓発事業 
(5) 災害医療事業 

寄附金の税制上の優遇措置                            
  所得税法施行令第 217 条第 1 項第 3 号及び法人税法施行令第 77 条第 1 項

第 3 号に掲げる特定公益増進法人であります。 
  さらに、租税特別措置法施行令第 26 条の 28 の 2 第 1 項の要件を満たして 

いるとして、2016 年 8 月 15 日、内閣総理大臣から税額控除に係る証明書を 
取得しています。 

受賞歴                                  
・国際医療協力の実績が広く認められ、2000 年 10 月、第 52 回保健文化賞を

受賞しました。同賞は、1949 年に創設され、国内の保健医療分野では最も

権威と伝統のある賞の一つです。主催は第一生命保険株式会社、後援が厚

生労働省、朝日新聞厚生文化事業団、NHK 厚生文化事業団となっています。 
 ・2000 年 10 月に厚生大臣表彰を受賞しました。 
 ・2009 年 7 月に外務大臣表彰を受賞しました。 
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研修員の受け入れ実績 
（1988年度からの累計） 

2022年3月1日 
分野別受入人数 

臨床検査技師                          ４５３名 
診療放射線技師                          ３００名 
薬 剤 師                                  ２７８名 
理学療法士                           ７３名 
医 師                ３６名 
作業療法士                             ２０名 
臨床工学技士/医療機器保守管理        １４名 
歯科技工士                                １２名 
栄 養 士                                １０名 
視能訓練士                       ６名 
看護師                  ６名 
柔道整復師                               ３名 
歯科医師                 ２名 
鍼・灸・あん摩・マッサージ・指圧師    １名 
歯科衛生士                    １名 
介護福祉士                  １名 
公衆衛生                    １名 

合 計 １，２１７名 
 

※医 師 の内 訳（医師分野：9名、診療放射線分野：5名、柔道整復術分野5名、鍼灸術分野：4名、 

視能訓練分野：2名、臨床検査分野9名、理学療法分野1名、栄養分野1名） 

看護師の内訳（視能訓練分野：2名、理学療法分野：3名、柔道整復術分野：1名） 

 
受入国・地域 

アジア（20カ国及び地域／672名） 
インド、インドネシア、韓国、カンボジア、シンガポール、スリランカ、タイ、台湾、中国、

ネパール、パキスタン、バングラデシュ、東ティモール、フィリピン、ベトナム、マレーシア、

ミャンマー、モルディブ、モンゴル、ラオス 
アフリカ          （34カ国／226名） 

アルジェリア、ウガンダ、エジプト、エチオピア、ガーナ、カーボヴェルデ、ガボン、カメル

ーン、ギニア、ケニア、コートジボワール、コンゴ民主共和国、ザンビア、シエラレオネ、ジ

プチ、ジンバブエ、スーダン、スワジランド、セーシェル、セネガル、タンザニア、チュニジ

ア、ナイジェリア、ニジェール、ブルキナファソ、ベナン、ボツワナ、マダガスカル、マラウ

イ、マリ、南アフリカ、モーリシャス、リビア、レソト 
中 南 米（25カ国／161名） 

アルゼンチン、ウルグアイ、エクアドル、エルサルバドル、ガイアナ、キューバ、グアテマラ、

グレナダ、コスタリカ、コロンビア、ジャマイカ、セントビンセント、セントルシア、チリ、

ドミニカ共和国、ニカラグア、ハイチ、パナマ、パラグアイ、ブラジル、ベリーズ、ペルー、

ボリビア、ホンジュラス、メキシコ 
大洋州（12カ国及び地域／107名） 

マーシャル、キリバス、クック諸島、サモア、ソロモン諸島、トンガ、ニウエ、バヌアツ、パ

プアニューギニア、パラオ、フィジー、ミクロネシア 
中 東（10カ国及び地域／45名） 

アフガニスタン、イエメン、イラク、イラン、カタール、クウェート、シリア、トルコ、パレ

スチナ、ヨルダン 
欧 州（６カ国／６名） 

アルバニア、キルギス、ブルガリア、マケドニア、マルタ、モルドバ 

合 計 １０７カ国及び地域 
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専門家の派遣実績（年度別） 
 
 

年度  派遣国    領    域          内     容 

1991 タイ 
 
 
 

臨床検査技師  １名 
診療放射線技師 １名 
 
 

タイ臨床検査技師会、タイ放射線技師会の要請

によりタイ北部、南東部の地域医療センター等

で、血液免疫学検査、微生物検査、医用画像検

査等についての技術指導を実施 
1992 タイ 

 
 
 

臨床検査技師  １名 
診療放射線技師 １名 
 
 

１９９１年度に引き続きタイ北部南東部および

西部の地域医療センター・大学病院等で血液生

化学検査、品質管理、医用画像検査等について

の技術指導を実施 
1993 タイ 

 
 

臨床検査技師  １名 
診療放射線技師 １名 
 

前２回の実績によりタイ国保健省からの要請が

あり、各地の医療施設で医療検査（血液検査医

用画像検査）の技術指導を実施 
インドネシア 
 
 

理学療法士   １名 
 
 
 

インドネシア・ソロ市にある地域基盤リハビリ

テーション開発訓練センター（ＮＧＯ）が展開

する地域リハビリテーション（ＣＢＲ）プロジ

ェクトへの技術協力（５ヶ年計画）を実施 
1994 インドネシア 理学療法士   １名 

 
地域リハビリテーションプロジェクトへの第２

次派遣 
1995 インドネシア 理学療法士   ２名 

 
地域リハビリテーションプロジェクトへの第３

次派遣 
1996 インドネシア 理学療法士   １名 

 
地域リハビリテーションプロジェクトへの第４

次派遣 
1997 インドネシア 理学療法士   １名 

 
地域リハビリテーションプロジェクトへの最終

派遣 
1998 ドミニカ共和国 

 
臨床検査技師  １名 
 
 

国立アイバール病院からの要請に基づき、消化

器疾患研究・臨床センター検査部において、結

核菌検査法の指導を中心に技術指導を実施 

1999 ネパール 医療機器保守管理技術者

        １名 
ネパール保健省からの要請により、同省医療サ

ービス局へ派遣し、日本製X線装置の保守・管理

及び修理等の技術指導を実施 
2000 モンゴル 医療機器保守管理技術者

        １名 
モンゴル保健省からの要請により、同省技術課

へ派遣し、日本製X線装置の保守・管理及び修理

等の技術指導を実施 

2001 ケニア 作業療法士    １名 ケニア作業療法士協会からの要請により、エン

ブ総合病院へ派遣し、同病院を拠点に同国の作

業療法士に対し脳性麻痺児の療育を中心に技術

指導を実施 



４ 
 

2002 タイ 診療放射線技師 １名 タイ放射線技師会からの要請により、地方の中

核3都市の国立大学を拠点に、周辺の医療機関の

放射線技師に医用画像についての技術指導を実

施（開催したセミナーは5回で参加者は計258名、

巡回した医療機関は21ヶ所） 

2015 ネパール（第一次

派遣） 
医師     ３名 
理学療法士 ３名 

独立行政法人 国際協力機構の「草の根技術協力

事業」としてネパールのカトマンズ盆地におけ

る呼吸器疾患患者の早期社会復帰に向けての取

り組みとして実施している「呼吸リハビリテー

ションの普及に関するプロジェクト」に専門家

を派遣し技術指導を実施 

ネパール（第二次

派遣） 
医師     ３名 
理学療法士 ２名 

ネパール（第三次

派遣） 
医師    ２名 
理学療法士 ２名 

2016 ネパール（第四次

派遣） 
医師    １名 
理学療法士 ２名 

独立行政法人 国際協力機構の「草の根技術協力

事業」としてネパールのカトマンズ盆地におけ

る呼吸器疾患患者の早期社会復帰に向けての取

り組みとして実施している「呼吸リハビリテー

ションの普及に関するプロジェクト」に専門家

を派遣し技術指導を実施 

ネパール（第五次

派遣） 
医師    ３名 
理学療法士 ２名 

ネパール（第六次

派遣） 
医師    １名 
理学療法士 ２名 

ネパール（第七次

派遣） 
医師    ３名 
理学療法士 ２名 

2017 ベトナム はり師 きゅう師 ２名 ベトナム政府保健省伝統医学局からの要請で、

日本式鍼灸医療の紹介セミナーの共同開催と将

来の課題解決に関して国立鍼灸病院伝統医学医

師と協議を実施 
柔道整復師 ２名 ベトナム政府保健省伝統医学局からの要請で、

柔道整復術導入に当たり、臨床試験データの作

成及び政府開発援助（ＯＤＡ）事業化に関して

国立ホーチミン市伝統医学病院長と協議を実施 
歯科技工士 ２名 ベトナム国立中央歯顎顔病院からの要請で、日

本式歯科技工所の設計と医療器材に関して技術

指導を実施 
ネパール（第八次

派遣） 
医師    １名 
理学療法士 ２名 

独立行政法人 国際協力機構の「草の根技術協力

事業」としてネパールのカトマンズ盆地におけ

る呼吸器疾患患者の早期社会復帰に向けての取

り組みとして実施している「呼吸リハビリテー

ションの普及に関するプロジェクト」に専門家

を派遣し技術指導を実施 

ネパール（第九次

派遣） 
医師    ２名 
理学療法士 ３名 

ネパール（第十次

派遣） 
医師    １名 
理学療法士 ２名 

ネパール（第十一

次派遣） 
医師    １名 
理学療法士 ４名 

2018 
 
 
 

ベトナム 
 
 
 

柔道整復師 ２名 ベトナム政府保健省伝統医学局からの要請で、

柔道整復術導入に当たり、臨床試験データの作

成及び政府開発援助（ＯＤＡ）事業化に関して

国立ホーチミン市伝統医学病院長と協議を実施 
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ベトナム 

はり師 きゅう師 ２名 ベトナム政府保健省伝統医学局からの要請で、

日本式鍼灸医療の紹介セミナーの共同開催と将

来の課題解決に関して国立鍼灸病院伝統医学医

師と協議を実施 
歯科技工士 ２名 ベトナム国立中央歯顎顔病院からの要請で、日

本式歯科技工所の設計と医療器材に関して技術

指導を実施 
歯科技工士 ２名 ベトナム国立中央歯顎顔病院からの要請で、日

本式歯科技工所の設計と医療器材に関してセミ

ナーを開催 
はり師 きゅう師 ４名 ベトナム政府保健省伝統医学局からの要請で、

日本式鍼灸医療の紹介セミナーを共同開催する

とともに将来の課題解決に関して国立鍼灸病院

伝統医学医師と協議を実施 
ネパール（第十二

次派遣） 
医師    ２名 独立行政法人 国際協力機構の「草の根技術協力

事業」としてネパールのカトマンズ盆地におけ

る呼吸器疾患患者の早期社会復帰に向けての取

り組みとして実施している「呼吸リハビリテー

ションの普及に関するプロジェクト」に専門家

を派遣し技術指導を実施 
ネパール（第一次

派遣） 
医師    １名 
理学療法士 １名 

外務省：「日本NGO連携無償資金協力」の案件と

してネパールのバクタプール郡及び周辺地域に

おける「地域に根ざした肺の健康支援プロジェ

クト・COPD対策～包括的呼吸リハビリテーショ

ンの普及～」に専門家を派遣 

2019 ベトナム 歯科技工士 3名 ベトナム国立中央歯顎顔病院において歯科技工

トレーニング及びデモンストレーションを実施

するとともにVIDEC12ベトナム国際歯科学会

において講演 

歯科技工士 2名 ベトナム国立中央歯顎顔病院において歯科技工

研修を実施 

ネパール（第二次

派遣） 
理学療法士 2名 外務省：「日本NGO連携無償資金協力」の案件と

してネパールのバクタプール郡及び周辺地域に

おける「地域に根ざした肺の健康支援プロジェ

クト・COPD対策～包括的呼吸リハビリテーショ

ンの普及～」に専門家を派遣 

ネパール（第三次

派遣） 
医師 1名 
理学療法士 2名 

外務省：「日本NGO連携無償資金協力」の案件と

してネパールのバクタプール郡及び周辺地域に

おける「地域に根ざした肺の健康支援プロジェ

クト・COPD対策～包括的呼吸リハビリテーショ

ンの普及～」に専門家を派遣 

ネパール（第四次

派遣） 
理学療法士 1名 外務省：「日本NGO連携無償資金協力」の案件と

してネパールのバクタプール郡及び周辺地域に

おける「地域に根ざした肺の健康支援プロジェ

クト・COPD対策～包括的呼吸リハビリテーショ

ンの普及～」に専門家を派遣 

2020 ベトナム 歯科技工士 5名 ベトナム国立中央歯顎顔病院向けに歯科技工研

修を本邦からオンラインで実施 



６ 
 

歯科技工士 4名 ベトナム国立中央歯顎顔病院及びベトナム国家

大学歯学部向けに歯科技工研修を本邦からオン

ラインで実施 

ネパール 医師 1名 外務省：「日本NGO連携無償資金協力」の案件と

してネパールのバクタプール郡及び周辺地域に

おける「地域に根ざした肺の健康支援プロジェ

クト・COPD対策～包括的呼吸リハビリテーショ

ンの普及～」に係る研修を本邦からオンライン

で実施 

2021 ベトナム 歯科技工士 3名 
歯科医師 1名 

ベトナム国立中央歯顎顔病院及びベトナム国家

大学歯学部向けに歯科技工研修を本邦からオン

ラインで実施 

歯科技工士 3名 ベトナム国立中央歯顎顔病院及びベトナム国家

大学歯学部向けに歯科技工研修を本邦からオン

ラインで実施 

ネパール 医師 4名 
理学療法士 6名 

外務省：「日本NGO連携無償資金協力」の案件と

してネパールのバクタプール郡及び周辺地域に

おける「地域に根ざした肺の健康支援プロジェ

クト・COPD対策～包括的呼吸リハビリテーショ

ンの普及～」に係る研修を本邦からオンライン

で実施 

 



調査団の派遣実績（年度別） 
 

１９８８年度 

領  域：病院薬学 
目  的：研修員受け入れのための実態調査 
実施期間：１９８８年７月２５日～１９８８年７月３０日 
団  長：田村 善藏 常務理事 
対 象 国：インドネシア、シンガポール 

 

１９９３年度 

領  域：臨床検査 
目  的：研修員受け入れ、専門家派遣のための実態調査 
実施期間：１９９３年７月１９日～１９９３年７月２９日 
団  長：下杉 彰男 常務理事 
対 象 国：フィリピン、インドネシア、タイ 

 

１９９４年度 

領  域：病院薬学、臨床検査、診療放射線 
目  的：研修員受け入れ、専門家派遣のための実態調査 
実施期間：１９９４年７月２３日～１９９４年８月７日 
団  長：小西 恵一郎 理事 
対 象 国：ブラジル、パラグアイ、アルゼンチン 

 

１９９６年度 

領  域：病院薬学、臨床検査、医薬品品質管理、理学療法 
目  的：帰国研修員のフォローアップ、医薬品品質管理の協力ニーズ調査及び専門家派

遣プロジェクトの評価調査 
実施期間：第１回 １９９６年６月３０日～１９９６年７月１０日 
     第２回 １９９７年３月１５日～１９９７年３月２２日 
団  長：小西 恵一郎 常務理事 
対 象 国：タイ、マレーシア、フィリピン、インドネシア 

 

１９９７年度 

領  域：臨床検査 
目  的：専門家の事前要請背景調査 
実施期間：１９９８年３月２１日～１９９８年３月３０日 
団  長：早田 繁雄 常務理事 
対 象 国：ドミニカ共和国 

 

１９９８年度 

領  域：臨床検査、診療放射線、医療機器 
目  的：帰国研修員のフォローアップ及び新規ニーズ調査 
実施期間：１９９８年１０月１４日～１９９８年１０月２４日 
団  長：小西 恵一郎 常務理事
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対 象 国：中国、ベトナム 
 

２０００年度 

領  域：臨床検査、診療放射線、病院薬学、リハビリテーション 
目  的：帰国研修員のフォローアップ及び新規ニーズ調査 
実施期間：２００１年２月１１日～２００１年２月１８日 
団  長：全田 浩 常務理事 
対 象 国：カンボジア、バングラデシュ 

 

２００２年度 

領  域：臨床検査、診療放射線、病院薬学 
目  的：日本－タイ共同研修事業の可能性に関する調査 
実施期間：２００３年２月９日～２００３年２月１５日 
団  長：小西 恵一郎 常務理事 
対 象 国：タイ 

 

２００４年度 

領  域：診療放射線、柔道整復、リハビリテーション 
目  的：日本－タイ共同研修事業へ向けての企画調査、新規案件の発掘調査 
実施期間：２００５年３月１３日～２００５年３月１９日 
団  長：小西 恵一郎 常務理事 
対 象 国：タイ 
 

２００５年度 

領  域：伝統医療、臨床検査、診療放射線 
目  的：日本―タイ共同研修事業へ向けてのタイ近隣諸国の研修ニーズ調査、新規案件

の発掘調査 
実施期間：２００６年２月１２日～２００６年２月１８日 
団  長：小西 恵一郎 常務理事 
対 象 国：ミャンマー 
 

２００６年度 

領  域：理学療法、臨床工学、診療放射線 
目  的：日本―タイ共同研修事業へ向けての企画調査及びタイ近隣諸国の研修ニーズ調

査、新規案件の発掘調査 
実施期間：２００７年２月１９日～２００７年２月２４日(カンボジア) 
     ２００７年３月１１日～２００７年３月１５日(タイ) 
団  長：小西 恵一郎 常務理事 
対 象 国：カンボジア、タイ 

 

２００７年度 

領  域：視能訓練 
目  的：タイにおける眼科検査業務の実情把握及び新規案件の発掘調査 
実施期間：２００８年３月１７日～２００８年３月１９日 
団  長：小西 恵一郎 常務理事 
対 象 国：タイ 
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２０１４年度 

領  域：労働災害医療 
目  的：ミャンマーにおける勤労者医療の現状と課題及びその支援プロジェクト作成の 

ための調査 
実施期間：２０１４年７月２０日～２０１４年７月２５日 
団  長：小西 恵一郎 代表理事 
対 象 国：ミャンマー 
 

２０１５年度 

領  域：伝統医療、歯科技工 
目  的：ベトナムにおける伝統医療と歯科技工の現状と課題及びその支援プロジェクト 

作成のための調査 
実施期間：２０１５年１０月２６日～２０１５年１１月１日 
団  長：小西 恵一郎 代表理事 
対 象 国：ベトナム 
 
 

２０１９年度 

領  域：柔道整復術 
目  的：独立行政法人 国際協力機構の「草の根技術協力事業」として柔道整復 

術をベトナムへ技術移転するプロジェクト「柔道整復術普及事業～手術 

を必要としない外傷治療技術（保存療法）で保健サービスを改善～」を 

実施するための調査 
実施期間：２０２０年２月９日～２０２０年２月１５日 
団  長：小西 恵一郎 代表理事 
対 象 国：ベトナム 
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医療関連職種団体協議会 

目  的 

 医療関連職種団体の代表者が参加し、医療技術分野における国際協力を推進していく

ための情報や意見交換及び研究を行い、研修員の受け入れ、専門家の派遣、調査団の派

遣等各事業の効果的実施に反映させることを目的とする。 

活動内容 

(1)研修員の受け入れ、専門家の派遣及び調査団の派遣に関する新規ニーズの発掘

(2)研修員受け入れ体制の整備

(3)国際医療協力フォーラム及び国際セミナーの企画

(4)災害医療事業の企画

(5)医療技術の国際協力、国際交流を推進するための啓発

(6)研修員受け入れに関するフォローアップ事業の推進

(7)途上国の医療技術者向け生涯学習教育事業

(8)その他医療技術の国際協力に必要な情報・意見の交換及び研究

構成団体 

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会  一般社団法人 日本病院薬剤師会 

公益社団法人 日本理学療法士協会 一般社団法人 日本作業療法士協会 

公益社団法人 日本栄養士会 公益社団法人 日本視能訓練士協会 

公益社団法人 日本歯科技工士会 公益社団法人 日本柔道整復師会 

公益社団法人 日本歯科衛生士会 公益社団法人 日本臨床工学技士会 

公益社団法人 全日本鍼灸マッサージ師会 公益社団法人 日本あん摩マッサージ指圧師会 

公益社団法人 日本鍼灸師会 日本製薬工業協会 

一般社団法人 日本医療機器産業連合会  一般社団法人 日本義肢装具士協会 

ＮＰＯ法人 診療放射線技師国際協力協会  一般社団法人 日本言語聴覚士協会

公益社団法人 日本介護福祉士会    公益社団法人 日本医療ソーシャルワーカー協会

一般社団法人 日本臨床心理士会 一般社団法人 日本公認心理師協会 

（加盟順） 
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国際医療協力フォーラム・セミナー実績（年度別）

国内外で国際医療協力フォーラム・セミナーの開催、国際医療協力に関するシンポジウムの開催、

調査研究、情報の交換、JIMTEF の事業活動に関する広報活動を行っています。 

年度       タイトル    テーマ                 場所

1988 年度 国際医療協力フォーラム これからの国際医療協力 東京都  

1989 年度 国際医療協力フォーラム 国際技術交流の展望  東京都

1990 年度 国際医療協力フォーラム 国際技術交流の展望  大阪府

1991 年度 国際医療協力フォーラム    チーム医療と国際医療技術協力の在りかた 東京都

1992 年度 国際医療協力フォーラム    医療技術を支える人的資源の育成と活性化 大阪府

1993 年度 国際医療協力フォーラム     国際医療技術協力  －現状と将来の展開－   東京都

1994 年度 国際医療協力栃木フォーラム 地域における国際医療技術協力活動  栃木県

1994 年度 国際医療協力フォーラム   国際医療協力活動の前進を見つめて  大阪府

1995 年度 国際医療協力富山フォーラム 地域における国際医療技術協力の現状と課題 富山県 

1995 年度 国際医療協力フォーラム     国際医療協の新たなる展開 東京都

1996 年度 国際医療協力フォーラム     国際協力から見た情報化の医療環境 大阪府

1997 年度 設立 10 周年記念講演会      ウイルスとの闘い 東京都

2000 年度 保健文化賞受賞記念講演会   ウエルカム 21 世紀 東京都

2000 年度 海外医療協力フォーラム   アジアの病院薬学領域における国際協力     ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 

2001 年度 海外医療協力フォーラム     アジアの臨床検査領域における国際協力    ﾏｲﾚｼｱ 

2005 年度 JIMTEF 国際セミナー    医療技術者による国際協力の展開に向けて   タイ 

2007 年度 JIMTEF・日本臨床衛生検査技師会国際セミナー 日・タイ医療協力の展望 宮崎県 

2007 年度 設立 20 周年記念講演会   開発途上国の求める医療技術        東京都

2007 年度 第 1 回カンボジア国際セミナー     医療技術の安全と向上         ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ

2007 年度 JIMTEF-日本臨床衛生検査技師会-タイ臨床検査技師会国際セミナー

日・タイ精度管理技術支援  タイ

2009 年度 外務大臣表彰受賞感謝のつどい記念講演 災害医療と国際協力 東京都

2010 年度 第 2 回カンボジア国際セミナー  医療の向上に貢献する栄養管理 ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ

2011 年度 JIMTEF 友の会 特別講演：グローバルヘルスへの日本の貢献 東京都

2011 年度 第 3 回カンボジア国際セミナー  医療の向上に貢献する柔道整復術 ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ
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2013 年度 ミャンマー国際セミナー 医療の向上に貢献する日本式医療サービス   ミャンマー

2015 年度 第 1 回ベトナム国際セミナー 医療の向上に貢献する柔道整復術  ベトナム 

2016 年度 第 2 回ベトナム国際セミナー 歯科医療の向上に貢献する日本歯科技工    ベトナム 

2017 年度 第 3 回ベトナム国際セミナー 医療の向上に貢献する Japanese Style 鍼灸 ベトナム

2017 年度 公開ワークショップ:呼吸リハビリテーション～カトマンズ盆地における呼吸器疾患患

者の早期社会復帰に向けての取り組み～ ネパール 

2018 年度 日本歯科技工セミナー ～講義とデモンストレーション～ ベトナム

2018 年度 日本鍼灸セミナー ～ 講義とデモンストレーション ～     ベトナム

2020 年度 日本歯科技工セミナー 歯科医療の向上に貢献する日本歯科技工    ベトナム

2021 年度 日本歯科技工セミナー 歯科医療の向上に貢献する日本歯科技工 ベトナム 



災害医療事業実績 

本財団が有する医療技術分野のネットワークを活用し、大規模災害発生時の多種多様な状況に適切に対

応できる技術・知識を有する医療技術者の育成を図っています。 

■対 象： JIMTEF 医療関連職種団体協議会の構成団体会員

■協力機関： 独立行政法人 国立病院機構 災害医療センター

■参加者実績 2011 年度～2021 年度 ※ベーシックコース、アドバンスコース、スキルアップコース累計

団体 人数 

理学療法士 477 

はり師、きゅう師、あん摩マッサージ指圧師 407 

柔道整復師 255 

臨床心理士・公認心理師 206 

作業療法士 195 

言語聴覚士 174 

栄養士 113 

臨床衛生検査技師 53 

歯科技工士 37 

臨床工学技士 37 

看護師 26 

社会福祉士 21 

医師 15 

視能訓練士 12 

診療放射線技師 6 

救急救命士 5 

助産師 5 

歯科衛生士 4 

薬剤師 3 

保健師 2 

保育士 1 

合  計 2,054 

講義  全体討議 

分科会討議  林茂樹代表理事から修了証の授与 
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国際医療技術学生交流セミナー実績

回数 開催期間 場所
第1回 1992年8月24日～8月27日 白馬ハイランドホテル 35名

（3泊4日） （長野県） 日本人学生 20 名
外国人学生 15 名

第2回 1993年8月23日～8月26日 ホテルヘリテイジ 30名
（3泊4日） （埼玉県） 日本人学生 23 名

外国人学生 7 名
第3回 1994年8月22日～8月25日 フィットリゾートホテル 32名

（3泊4日） （山梨県） 日本人学生 19 名
外国人学生 13 名

第4回 1995年8月21日～8月24日 フィットリゾートホテル 34名
（3泊4日） （山梨県） 日本人学生 19 名

外国人学生 15 名
第5回 1996年8月26日～8月27日 青少年総合センター 22名

（1泊2日） （東京都） 日本人学生 17 名
外国人学生 5 名

第6回 1997年8月25日～8月27日 日本青年館 35名
（2泊3日） （東京都） 日本人学生 22 名

外国人学生 13 名
第7回 1998年8月17日～8月19日 日本青年館 32名

（2泊3日） （東京都） 日本人学生 19 名
外国人学生 13 名

第8回 1999年8月25日～8月27日 日本青年館 32名
（2泊3日） （東京都） 日本人学生 15 名

外国人学生 17 名
第9回 2000年8月23日～8月25日 日本青年館 33名

（2泊3日） （東京都） 日本人学生 29 名
外国人学生 4 名

第10回 2001年7月31日～8月2日 日本青年館 33名
（2泊3日） （東京都） 日本人学生 25 名

外国人学生 8 名
第11回 2002年8月19日～8月21日 日本青年館 32名

（2泊3日） （東京都） 日本人学生 28 名
外国人学生 4 名

第12回 2003年8月27日～8月29日 大阪国際交流センター 33名
（2泊3日） （大阪府） 日本人学生 23 名

外国人学生 10 名
第13回 2004年8月9日～8月11日 メルパルク長野郵便貯金会館 33名

（2泊3日） （長野県） 日本人学生 30 名
外国人学生 3 名

第14回 2005年12月17日～12月18日 ＪＩＣＡ国際協力総合研修所 33名
（1泊2日） （東京都） 日本人学生 16 名

外国人学生 17 名
第15回 2006年12月16日～12月17日 ＪＩＣＡ横浜国際センター 44名

（1泊2日） （神奈川県） 日本人等学生 32 名
外国人学生 12 名

第16回 2007年12月15日～12月16日 ＪＩＣＡ横浜国際センター 44名
（1泊2日） （神奈川県） 日本人等学生 27 名

外国人学生 17 名
第17回 2008年12月20日～12月21日 ＪＩＣＡ横浜国際センター 45名

（1泊2日） （神奈川県） 日本人等学生 32 名
外国人学生 13 名

第18回 2009年12月19日～12月20日 川崎グランドホテル 38名
（1泊2日） （神奈川県） 日本人等学生 25 名

外国人学生 13 名
第19回 2010年12月18日～12月19日 川崎グランドホテル 43名

（1泊2日） （神奈川県） 日本人等学生 33 名
外国人学生 10 名

第20回 2011年12月17日～12月18日 川崎グランドホテル 28名
（1泊2日） （神奈川県） 日本人等学生 18 名

外国人学生 10 名

参加者
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2022年3月1日

地域 国名 総計
臨床検査

技師
診療放射
線技師

薬剤師
理学療法

士
医師

作業療法
士

臨床工学
技士・医
療機器保
守管理担
当者

歯科技工
士

栄養士
視能訓練

士
看護師

柔道整復
師

歯科医師
鍼・灸・あ
ん摩・マッ
サージ・指
圧師

歯科衛生
士

介護福祉
士

公衆衛生

インド 11 4 6 1

インドネシア 84 25 13 27 12 2 4 1

カンボジア 34 5 7 7 5 6 3 1

シンガポール 16 4 9 3

スリランカ 44 16 17 7 2 2

タイ 90 35 21 28 1 2 2 1

ネパール 27 3 8 2 4 5 3 1 1

パキスタン 23 6 12 1 4

バングラデシュ 24 10 9 4 1

東ティモール 6 5 1

フィリピン 76 26 12 27 1 1 4 2 3

ベトナム 30 1 3 7 1 12 1 3 2

マレーシア 63 17 16 22 1 4 2 1

ミャンマー 37 3 3 9 20 2

モルディブ 2 1 1

モンゴル 13 2 6 1 2 1 1

ラオス 21 8 2 7 2 1 1

韓国 12 1 7 1 3

台湾 15 2 8 5

中国 44 7 29 4 4

小　　計 672 181 190 161 53 28 11 12 7 10 6 6 3 2 1 1

アルジェリア 1 1

ウガンダ 16 2 8 4 2

エジプト 13 9 2 1 1

エチオピア 3 3

ガーナ 16 6 2 7 1

カーボウ゛ェルデ 1 1

ガボン 5 5

カメルーン 1 1

ギニア 4 4

ケニア 24 10 6 5 1 2

コートジボワール 1 1

コンゴ民主共和 2

ザンビア 15 10 3 2

シエラレオネ 2 1 1

ジブチ 1 1

ジンバブエ 4 3 1

スーダン 3 1 2

スワジランド 3 1 1 1

セーシェル 4 3 1

セネガル 9 8 1

タンザニア 21 5 8 2 4 2

チュニジア 2 1 1

ナイジェリア 9 4 4 1

ニジェール 12 9 1 2

ブルキナファソ 7 6 1

ベナン 10 10

ボツワナ 4 3 1

マダガスカル 6 6

マラウイ 13 6 4 1 1 1

マリ 9 9

南アフリカ 2 2

モーリシャス 1 1

リビア 1 1

レソト 1 1

小　　計 226 129 39 38 9 5 6

アルゼンチン 8 4 2 2

ウルグアイ 6 5 1

エクアドル 1 1

エルサルバドル 6 2 3 1

ガイアナ 1 1

キューバ 1 1

グァテマラ 2 1 1

グレナダ 1 1

コスタリカ 2 1 1

コロンビア 3 1 2

ジャマイカ 6 1 2 3

セントビンセント 3 3

セントルシア 1 1

チリ 7 4 3

ドミニカ共和国 7 1 5 1

ニカラグア 5 2 1 2

ハイチ 1 1

パナマ 8 6 1 1

パラグアイ 17 13 1 2 1

ブラジル 26 6 2 7 2 2 2 4 1

ベリーズ 2 2

ペルー 32 15 9 4 3 1

ボリビア 6 1 3 1 1

ホンジュラス 6 5 1

メキシコ 3 2 1

小　　計 161 68 38 35 7 2 3 2 5 1

キリバス 1 1

クック諸島 2 1 1

サモア 21 11 5 5

ソロモン諸島 6 3 2 1

トンガ 4 2 1 1

ニウエ 1 1

バヌアツ 2 1 1

パプアニューギニア 30 11 5 14

パラオ 5 2 1 2

フィジー 26 13 8 4 1

マーシャル 1 1

ミクロネシア 8 5 1 2

小　　計 107 51 24 31 1

アフガニスタン 6 4 1 1

イエメン 1 1

イラク 15 3 1 9 1 1

イラン 3 3

カタル 1 1

クウェート 4 4

ジョルダン 6 2 3 1

シリア 3 2 1

トルコ 1 1

パレスチナ 5 3 2

小　　計 45 20 9 12 3 1

アルバニア 1 1

キルギス 1 1

ブルガリア 1 1

マケドニア 1 1

マルタ 1 1

モルドバ 1

小　　計 6 4 1 1
総計107 研修員 総計 1217 453 300 278 73 36 20 14 12 10 6 6 3 2 1 1 1 1

15

アフリカ

３４カ国

中南米

25カ国

アジア

20カ国

大洋州

1２カ国

中東

10カ国

欧州

6カ国
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